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協議会総会 議事録 

【井上宏司 食料産業局長より輸出戦略実行委員会の取組状況のご説明】 

食料産業局長の井上でございます。資料は字が小さいところもございますので、お手元に資料４ということ
でお配りをさせていただいております。今日お集まりの方は中身をよくご存知の方が多いかと思いかと思いま
すので、簡単に新しい動きを中心にご紹介させていただきたいと思います。１ページ目から２ページ目にかけ
ましては、輸出の状況ということでございます。先程来総理大臣からもありましたように、昨年までは7451億
円ということで、近年輸出額は非常に高い伸びを示しております。 

今年になってやはり為替レートの影響を受けているものであるとか、あるいは帆立貝が２年前の爆弾低気圧
によって稚貝が土に埋まってしまったということで、不良になっているといったような影響がございまして、
水産については今年になって対前年同期で見ますと減っているという状況ありますけれども、農産物につきま
しては、ほぼすべての品目について増加をしていると、こういう状況でございます。 

平成３２年に１兆円という目標を今年の８月に、平成３１年ということで１年前倒しをしましたので、輸出
拡大に向けた政府の取り組み、ますます強化をしていきたいというふうに考えてございます。３ページには今
年の５月に政府で策定をいたしました輸出力強化戦略でございます。さまざまな取り組みがございまして、４
ページから５ページにかけて今日お集まりの皆様方、団体の方々、企業の方々、あるいは政府の中、各所縦割
りではなくて一体となっていろんな対策を進めてございます。 

特にそのなかでも経済対策補正予算では輸出力強化を進めていく実践的な取り組みとして、ハード面とソフ
ト面の整備をさらに進めていくということで、６ページにございますような、左側のところにあります輸出の
場合でございますので、海外の規制に対応できるような国内での食品の安全、衛生のためのいろんな対応をす
る必要があるということで、海外の規制にも対応できるような、例えば食肉の加工施設であるとか、あるいは
海外に迅速に鮮度が高い状態で運んでいけるように、国際空港の近くにある取引市場に輸出のための施設を整
備するといったような、ハード面の取り組みに加えましてソフト面の対応ということで、海外の主要な輸出相
手国には専門家を常時外部から雇って配置をして、継続的にプロモーション活動を行っていくようなことを、
経済対策補正予算ということで措置をしたところでございます。 

それから１番新しい話としましては最近報道で相当調整が難航しているといわれておりました、農業の競争
力強化プログラム。私も今日遅れてまいりましたのは、先程自民党の会議で了承になりまして、農協改革等々
の課題もあるわけでございますが、実はその中に戦略的輸出体制の整備というものも農業の競争力強化プログ
ラムのなかに入っておりまして、今スクリーンにでておりますような輸出をサポートする、あるいは個別の食
材だけではなくて、日本の食とか食文化について海外にプロモーションをより強くおこなってための体制を整
備するということで、通称日本版ＳＯＰＥＸＡといわれておりますが、フランスでうまくいったといわれてお
ります食品公社、海外向けにフランスの食文化と一体になって、フランスの食品を売り込むサポート機関。４
０年間経って国営から民営化できるような状態になった機関がございますけど、日本もそれを参考にしながら
より海外でプロモーション、ブランディング、それから今回まさに受賞されましたような日本食の普及をやっ
ていただけるような現地の方とのネットワークをより強固にしたり、あるいは新しい国、新しい品目について、
そういう現地での卸売の方であるとか小売の方であるとか、あるいはレストランの方。こういった方とのネッ
トワークもつくっていくということで、例えばイベントとか見本市で、それ限りで終わるのではなくて、ずっ
と海外に専門家が張り付いて現地の方とのネットワークをつくっていく。こういうような体制を新しく整備を
するということも今日、与党の了承も取れましたので近いうちにおそらく政府の決定になって今後具体的な体
制をつくっていきたいということでございます。 

それから先ほど表彰されました功労者の方からもお話がありましたように、やはり海外で設けられている輸
入規制、これをどう撤廃・緩和をしてもらうかということは非常に重要でありまして、これについては外交交
渉でありますので個別にどこの国と何を話しているということは申しあげられない部分があるんですけれども、
精力的にいろんな国の放射物質に関連する輸入規制あるいは検疫等について交渉をしているわけでございます
けれども、８ページ目にございますように最近の話としてましは外務省とも話をしまして、交渉を時々行って
相手の国とやるということではなくて、日常的に相手の政府とコンタクトを取ってやっていくような体制とい
うことで、国内の輸出を検討・計画されている事業者の方からの声。これは今でも農林水産省とＪＥＴＲＯを
あわせますと年間に１万件以上ご相談をいただいているわけでありますけれども、こういう方からいただいた
輸出にあたって課題になっているような相手の国の手続きであるとか規制であるとか、こういうものについて
いただいた声を国ごとに整理をして、常に現地の日本の在外公館あるいはＪＥＴＲＯの海外事務所がリストを
東京と全く共有するかたちでリアルタイムで持つかたちにしまして、現地で常に相手国の政府とコンタクトを
取りながら、緩和が難しいかなりハードな交渉をしないとできないものもあるですが。例えば運用が相手国の
政府の担当官によって違うとか、手続きをもっと早くできないのかとか、相手国の政府とちゃんとやれば比較
的早く解決できるものもありますので、こういうリアルタイムで、現地で相手国政府とコンタクトをしながら、
相手国政府の輸入規制、手続きの改善を図っていくような、そんな取り組みも開始をしたところでございます。 

それ以外にもさまざまな取り組み、これから輸出拡大に向けてさらに強化をしてまいりたいと思いますので、
今日ご臨席の関係者の皆さまと今後ともさらに連携をして進めさせていただきたいと思いますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 
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協議会総会 議事録 

【報告資料：井上宏司 食料産業局長】 



平成28年度 
食文化発信による海外需要フロンティア開拓加速化事業のうち 

日本食・食文化普及の人材育成事業 
（日本食・食文化の功労者等の表彰）に係る委託事業 

協議会総会 制作物 
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